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田口　勇教授　履歴･業績
〔履　歴〕
1935年9月　茨城県水戸市に出生
1954年3月　茨城県立水戸第一一高等学校卒業
1959年3月　東京大学理学部化学科卒業
1969年12月　工学博士(東京大学)
〔職　歴〕
1959年4月　八幡製織株式会社入社
1970年3月　新日本製織株式会社(社名変更)基礎研究所勤務
1986年9月　新日本製織株式会社退社
1986年10月　国立歴史民俗博物館教授,情報資料研究部勤務
1989年10月　東北大学金属材料研究所教授併任
1995年3月　国立歴史民俗博物館退館
1995年4月　専修大学教授,経営学部勤務,現在に至る
1995年4月　国立歴史民俗博物館共同研究員
〔所属学会等〕
日本化学会,日本分析学会,日本金属学会,日本文化財科学会,日本保存
修復学会,エネルギー･資源学会,産業考古学会,東京産業考古学会,日
本鉄鋼協会,日本アイソトープ協会
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〔業　績〕
〔著　書〕
単　著
1988年　｢鉄の歴史と化学｣,裳華房
1996年　｢現代産業技術論　資料集｣,アグネ技術センター
編　著
1972年　｢分析化学データブック｣,丸善
1979年　｢最新の鉄鋼状態分析｣,アグネ
1982年　｢100万人の分析化学｣,アグネ
1992年　｢歴史資料の非破壊分析法の研究｣,国立歴史民俗博物館研究報
告38集,国立歴史民俗博物館
1993年　｢科学の目でみる文化財｣,アグネ技術センター
1994年　｢みちのくの鉄｣,アグネ技術センター
1995年　｢最先端分析技術とその応用｣,アグネ技術センター
1995年　｢みちのくの金｣,アグネ技術センター
1995年　｢考古資料分析法｣,ニュー･サイエンス社
1995年　｢古代刀の原料と製造技術に関する自然科学的研究｣,科学研究
費補助金一般研究(C)時限成果報告書(研究代表者),文部省
1998年　｢日中古代金属遺物の年代および産地に関する自然科学的比較研
究｣,科学研究費補助金国際学術研究成果報告書(研究代表者),
文部省
1999年　｢金属の百科事典｣,丸善
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共　著
1976年　｢新実験化学講座(分析化学1)｣,丸善
1977年　｢応用比色分析第4巻｣,共立出版
1987年　｢南極の科学,南極限石｣,古今書院
1990年　｢金属便覧｣,丸善
1991年　｢金属の文化史｣,アグネ
1992年　｢分析化学ハンドブック｣,朝倉書店
1994年　｢日本の機械工学を創った人々｣,オーム社
1997年　｢甲斐黒川金山｣,黒川金山遺跡研究会,塩山市･塩山市教育委
員会
1998年　｢計算機分光学の原点｣,時潮社
2001年　｢盤龍城出土青銅器的銅同位元素比測定報告｣,盤龍城1963-
1994年考古発掘報告,湖南省考古研究所
2002年　｢Ⅹ線分析最前線｣,アグネ技術センター
2002年　｢日本非破壊検査協会50年史｣,日本非破壊検査協会
〔主要な論文〕
単　著
1986年　｢極微小城材料分析の最近の進歩　種々の材料への応用｣,日本
金属学会報25巻p. 160
1991年　｢限鉄製鉄器の自然科学的研究｣,国立歴史民俗博物館研究報
告, 35集, p.355
1992年｢Ⅹ線CTによる古代中国青銅製壷の非破壊分析｣,金属, 65巻,
p.65
1994年　｢最新の分析技術,考古資料｣,金属, 64巻　p.15
1997年　｢山ノ内Ⅲ遺跡鉄資料検討結果｣,岩手県文化振興事業団文化財
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調査報告書第250集,山ノ内Ⅲ遺跡発掘調査報告書, p.255
1998年　｢限鉄から造った日本刀｣,産業考古学会, 88巻, p.2
2005年　｢日本の新エネルギー等の開発｣,東京産業考古学会　No.57,
p.2
共　著
1971*　rInfrared Spectroscopic Identification of Trace Amounts of
Boron Nitride in the Residues Extracted from SteelJ,
Transactions of the Japan Institute orMetals, Vol. 12, p. 125
1971年　｢鋼試料自動溶解方法および装置｣,分析化学, 23巻1号, p.52
1974年　｢自動吸光光度分析装置の開発｣,鉄と鋼, 60巻13号, p.2035
1983年　｢Chemical Studies on the Antarctic lron Meteorites, Yamat0-
790724, ALH-77263　and ALH-77289｣, Memoirs of National
lnstitute orPolar Research Special lssue No. 30, p. 237
1984年　｢Magnetic Analysis of New Antarctic Iron Meteorites｣,
Memoirs of National Institute of Polar Research Special Issue
No.35, p.302
1985%　rDevelopment of New Computer-Aided Microanalyzer and Its
Application to Iron and Steel Analysis｣, Analytical Sciences
Vo1.1p.19
1986年　｢Chemical Studies on the Distribution or Germanium and
Gallium in Antarctic Iron Meteorites｣, Memoirs of National
lnstitute ofPolar Special Issue No. 41, p. 287
1989年　｢和銅開弥銅銭の非破壊分析結果について｣,日本銀行金融研
究, 8巻, 3号, p.149
1990年　｢ObseⅣation ofAllende and Antarctic Chemical Meteorites by
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Monchromatic X-ray CT Based on Synchrotron Radiation｣,
Proceedings of the NIPR Meteorites, No. 3, p. 270
1990年　｢precipitation Behavior of Phosphides in the Centerline
Segregation Zone or Continuously Cast Steel Slabs｣ , Materials
Transactions, JIM, Vol･ 31, The Japan Institute ofMetals, p･ 51
1993年｢仙台藩製鉄関係遺産の科学的調査分析｣ ,産業考古学会, 69巻,
p.3
1993年　｢カマン･カルホエツク遺跡出土鉄遺物の自然科学的研究(第
1, 2報)｣,中近東文化センターアナトリア考古学研究Ⅱ巻,
p.1,14
1994年　｢東北地方産古代砂金の自然科学的研究｣,国立歴史民俗博物館
研究報告, 57集, p.41
1995年　｢The Origin of Swords in Northeasteern Japan｣, East Asian
Science Tradition and Beyond, (Kansai Univ. Press) p.243
1996年　｢Non-destructive analysis of the fineness of Kobans in the
Yedo period｣, IMES Discussion Paper 96-E-26, Bank ofJapan‥
2001年　｢中近世施粕陶器の自然科学的研究｣,考古学と自然科学, p.55
〔受　賞〕
1981年11月International Metallographic Society : Pierre-Jacquet Gold
Metal Award
1981年11月　　日本金属学会論文賞(金属化学部門)
1984年4月　　科学技術庁長官賞(研究功績者)
1985年12月　　機械振興協会賞
